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おける新教科

としての新教科

と平和の科学Jの試み

と平和の科学J

時特

グローパル化が進む今日、国際性にとむ｛爵性豊かな人材の育成が社会において求められている。

（中学校＠高等学校教育）においても新学習指導要領の実施に伴い総合的な学習の時間

が開始され、国擦理解教育 e開発教育をはじめ、 、ジェンダー

、ボランティア教育等への関心が高まりつつあるO 筆者はこうした地球社会において「生

きる力jを育む教育を一括してイギリスの市民教育にならって、地球市民教育と呼ぶことにするO

また、これに伴い、従来の詰め込み式の一方議行の授業とは違った、「問題解決型jの参加型＠

験型学習の重要性も高まってきている。だが、こうした新しい総合学習の試みを中等教育機関にお

いて効果的に行うには、学校が有する、リソースだけでは不十分であり、学校外のアクター、例えば

PTA、地域社会、 NGO/NPOそしてなかんずく大学（高等教育機関）との連携が望まれているO

本稿の目的は、名古麗大学教育学部開属中学校＠高等学校（以下、附属学校と略す）における

2002年震新教科 と平和の科学Jの実践事例を紹介しつつ、 による生きる力を育む

「偲性豊かな地球市民の帯成Jについて検討する点にあるO

本稿の構成は次のとおりであるO 第1に、地球市民教青について甑念的整理を行い、

との関係について考察するO 第2に、附属学校における新教科「共生と平和の科学jの設還

の経緯とその目的および、について紹介する。第3に、高大連携のもとに行われている新教科

と平和の科学jの特徴について述べる。

1.地球市民教育と

では、はじめ らが新教科「共生と平和の科学jにおい しようと試みている地球市民

大学院国諜開発研究科助手、大学院教育発達科学研究科関罵中等教脊研究センター研究員

－高等学校
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は、

にあるのかを簡単に見ておこう 1）。

(1) 

地球社会を取り

れてきた。 f7tlえば、

り

グロー 、ワーノレドスタディ

る「生きる力jや とどのような関誌

いては、これま くの捜念、が提唱され、 さ

る）。これらの新しいパラダイム

る反面、次に述べるように共通する点も多い。これらの教育はいずれも人類の「共生と

向したものであり、それを岱括的iこ示す機念として本稿では「地球市民教育J(global citizenship 

education）と呼ぶことにするO 地球市民教育の特徴とは以下の点に要約できるO

1 ＇こ、地球的なパラダイムを持つものである。こうした新しいパラダイムの教育が取り上げる

即ち環境、開発、平和、人権等々は、いずれも地球規模問題（globalissues）と呼ばれる

ものであり、かっ、子どもたちも含めて我々の生活にも直結する問題として、一国だけでなく、

地球的に譲り組むべき問題であるO

2 ，－：－.グローパノレな市民性（citizenship）を育むものである。 19世紀以降の国民国家の成立に

伴い、国家の成員としての「公民Jを育成する教育（公民教育）は重要な役割を果たしてきたし、

今日においても国家としての歴史が浅い途上国＠移行経済国等では依然、として重要である。だが、

ややもすればこうした公民教育は偏狭な国家的利益のみ追求するナショナリズム教背に陥る危験性

をもはらんだものであった。これに対し、

先に述べた地球規模問題に取り組むため

公民教育を杏定するものではないが、

た自立した地球人としての資質（これをイギ

リスのcitizenshipにならい、 globalcitizenshipと呼ぶ）を育むものである。

3 （＜＇.：..，.過去、現在だけではなく、より良い未来社会を志向するものである。従来型の学習はや

やもすれば過去の出来事や過去の知的遺産を学ぶという色彩が強く、せいぜいその現代的意義を考

えるにとどまった。こうした教育のあり方を杏定するものではないが、同特に、歴史上かつてない

ほど様々な急激に変化する現代の地球社会において、あるいは身近な地域社会において、子どもた

ちが自分たちのよりよい未来をどうつくっていくのかを、自分たち自身で考察することも不可欠で

ある。

4＇こ、受動的な知識つめこ はなく、主体的な問題解決型の学習を志向するもので

ある。いわゆる に象徴されるように、教蹄が知識を一方的 どもたちはそれを

受動的かっ無批判的に受け入れるという、いわば青写真（blueprint）型の学習であった。だが、

地球市民教脊においては、すでに見たように、今日の社会を取り巻く地球規模問題にどう解決い

より良い未来社会をつくっていくかを関われている。よって、第1に、問題解決の方法を導き出す

にあたっては、過去の歴史や知的遺産を尊重することは大切ではあるが、過去に確立された知識を

画一的に当てはめて得られるものではなく、むしろ教師と子どもたちが互いに学びあうその過程

Clea口1ingprocess）の 出していくものであるO 2 Iこ、こうしfこ られた答えJ

ではない、未知の応えを主体的 き出すよう れ自体が上で述べた globalcitizen拍
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shipであり、そ 自体が地味市民教育の目的であると られるO

では、このよう

うに位罷付けられ、またどのような地位を

よ(2) 

中で、あるいはより広く日

るべきものなのであろうか。

部初出揃部組との関連をみておこう。

中でどのよ

＠行政

辻、実はこれは日

るものであるといえる。また、あ

におい

（！日文

しし

念
品

こともできる。

は次のように述べている。

し、専制と隷従、圧迫と

占めたいと思ふJ、「われらは、

る権利を有することを

と目的を達成すること

しようと努めてゐ

ひとしくる

箭と

る

ら免かれ、平和のうち

かけ、全力をあげてこ

即ち、ここでは世界か

目的であり責務であることが明示されている。さらに、こうした責務の実現のため

る役割を果たすかについて、教育基本法の前文は次のように規定している。

「われらは、さきに、日本国憲法を確定し、民主的で文化的な国家を建設して、 と人

しようとする決意を示した。この理想の実現は、根本において教育の力にまつべき

ものであるJofわれらは、関人の尊厳を重んじ、真理と平和を希求する人間の育成を期するととも

に、普遍的にしてしかも個性ゆたかな文化の創造をめざす教育を普及徹悲しなければならないJ。

この教育基本法の前文は、地球市民教育の特徴である、 1）地球的なパラダイムを持ち、 2）ク冶ー

パjレな市民性（citizenship)

また、興味深いことに、

という点と る。

みることができる。薪

は教育課誼編成の一般的方針として

る

ことを し、

ことをその

としてあげているO また、新た

いについては、そのねらいを「(1）自

された総合的な学習の時間〈総合学習）の取り

け、自ら学び、自ら考え、主｛本的に判断し、より

よく問題を解決する資震や能力を育てることム「（2）学び方や物の考えかたを身に付け、問題の解決

意！J造的に取り組む態疫を育て、自己の生き方を考えることができるようにす

ることJとあり、そ

があげられている。また、そ

れることとしている。

長Hち、ここで

り入

きる

り

3）より良し

をはぐくむために、 の

り ることであるといえる。

長）これは、

q
L
 



とし1う と している。

以上、見てきたように、

るものであり、また、

してきたものは、

らいに適うものとみることもできる。し

し

るといえる。

たがって、

らい

会品

；立、

をiまぐくむため

るようになった。

されてきている。

と

に伊

うし

しいノマラダイム

(50分入クラ

いる

しようというものである。

1 て、

）
 

毛筆
E（
 

るおいては、いわゆ

がある。まず、

自として、

1年高校3年）J「生命と

3年高校2年）Jとしてすでに実施されてい

と

るO これに対し、新た じく新しいパラダイム

つ、ている。

問題の解決にあたり、自らの生きる

はあくま

しつつもそ

総合人間科は生捷自

している。その教授法も、

ることを主なねらいと

るといううえで

のアドバイザー的な存在であるO

これに対して、新教科はその名のとおり、英語、数学、留語等の既存の教科と

顕すものの、あっかいとしてはそれらと同列に位置付けられる f教科Jである点が最大の特徴であ

る。それゆえ、その指導方法も、生徒の問題解決能力や生きる力の育成をねらいとしつつも、

もとに一定の枠組みの下で教官が強いリーダーシップを持ち、生徒と教員が教科の自標とす

るところに共に向かっていくことが前提とされている。従ってよりカリキュラムとして拭よりオー

ガナイズされたものとなり、教授法も参加型＠問題解決型のアプローチを取りつつも、

ワークショップ、ディスカッション、ローノレプレイ、ゲスト なる 2）。

(2) 内容

では次に、 と具体的内容について見てみよう（表l参照）。

l年生で、「自然と科学Jと「心と身体の科学ム高校2 「国際コミュ
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ニケーショ

である。

と と をそ る。また、 とおり

と内容

容

器蒋教科の中では充分に時間がとれない自然観察や実験を行い息殺に対する

惑性を欝く。

現存教科に比べて自分の心や身捧と

を多角的に考え、実翠や擬＠体験などを通して捧感する機会を設ける。既存

教科では系統的に扱うことができない生脅論理などの問題に取り組む。

コミュニケーションの意味をあちためて考える。既存教科に比べて、じっく

りと日本や外盟の文化に熊点を当てて深く理解する。日本や外国の文化を｛卒

験する機会を設ける。

既蒔教科では継続して時間がとれない共生や平和という大きなテーマ

的な視点、から系統的に扱う。

自然と科学

(0.5単位〉

心と身持の科学

(0.5単位〉

国際コミュニケーシお

くな5単控）

共生と平和の科学

(0.5単位）

（出典）筆者ら作成

3. して と

とで

うダイム と

るもののひとつである。

は、そ

しよう。新しいパ

とおり先に

(1) 新教科 f共生と平和の科学Jのねらい

と平和の科学jのねらいは、一言で言えば次のとおりである。即ち、人類が共に平和に生

きていく上で、既帯の教科の中では単元的lこしか扱われてこなかったが、無担することができない

ことである。具体的には、

っている。

グローノイリゼーションの

平和Jを大問題について、多角的に時間をか

テーマとしつつ、次の3つの問題を小テ

1に、「貧しさと さJ により

さJの問題が深刻化する一方、もは

してきた。

となるものは

していくことであるが、そのなかでも最も

（セックス）だけではなく、

める者そうでない者の格差がより

や 1つの国が単独で、は成り立ってし1かなし

2に、「女と男Jの問題（ジェンダー

るものj同士が御互いに認め合い、

存が女性と男性の共存である。女性と

社会的な観点（ジェンダー）から ること る。

3に、「ヒトと人jの問題（生命論理問題）がある。また、めざましい底壌技能の進歩向上に伴

い、人間を単に生物（ヒト）として扱うだけでなく、

となってきている。

だが、こうし

（人）としてとらえること

る 残念ながら既存の学校教科では十分に対応し

ていると泣いえない状況にある。そこで、附属学校の新教科 と平和の科学Jにおいては、中

円ペ
U
nノ山
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「世界の中のジェンダー①カンボジアでの少女買春Jのロールプレイ。
男子生徒が母親役をやる等、役割を入れ醤えている。（右端は筆者の一入、野田）

なかんずく人間を形成する中で、内面的にも外語的にも大きく成長していく高校の3

に、既存教科ではタイムワーに取り扱うことのできないこうした話題に焦点をあてて「共生と

平和Jをキーワードに多角的に学ぶことにより、自分が人類社会＠地球社会の重要な一員であり、

またその一員としての霊務を担っていることに気づくこと、 RPち地球市民の育成を目標としているO

とま手和の科学J

は4人の教官 3名およ

カリキュラムを検討するが、日常的には先にあげた 3

っている（表2参照、）。具体的には40入学級を生徒の希

(2) 

と

科の教官1名）

つの小テーマをそれぞれが担当

もとづいて小テーマごとにそれぞれ12-15名の3つのグループに分けてこのテーマ別のグルー

プが並行する形で学習を進めていく。だが、これらの 3つの小テ…マは密接に関連しておりテーマ

ものとするために、 3グルー

り交ぜている／回片的ほ措市保げ

ができない。競略については表2を参照されたい）

3つのうち 2グループの

いて紙面の蔀合があり、詳縮を紹介すること

と平和の科学J の特徴拭次のようにまとめられよう。

1) 

ロールプレイな

じでできあがった知識を身に付けるだけでなく、

じてのプロセスとしての知を身につけることができる。学ぶことの楽しさを体感することにより、

自らの教養を幅広く高めていこうとする意欲を掘り記こすことができ、これからの進路や生き

点
斗
畠
円
〆
h
M



表2 2002年度後期新教科 f共生と平和の科学J授業計器案

授業臼 木曜日 2、3, 4時製自

担当 I 三小田・野田

貧しさと翠かさ

り

高播

ヒトと人

捺

アーマ

AB  C組とも
「セックスとジ且ンダーJ
f女のくせに…Jr努のくせに…J

l部 10月初日

第 2沼

第 3倍 24B 

第 6毘 21臼

第 7部 進化の議念、
進化に関する誤解を解く

第 8回 12):] 5日｜文化、入額の違いによる摩擦体 iヒトの進化
「ひょうたん島開題J 1・遺伝子と行動
カーニパルがやってきた

メディアとジェンダ－ I 
ジェンダーを再生産するものは
なにか〈メディアリテラシー〉

第 9回 l2B ・護長類の進化

第10回 17臼 協力行動の進化
f四人のジレンマJゲーム

中路報告会
（クラス単位〉

メディアとジェンダー I Eの
まとめ

第11回 1 J316日i中間報告会
〈クラス単位〉

第12回 23BI臼本の援助
rJICAくんの国際協力って知っ
てる？J
援助と開発〈ランキング） I 

第13回 30BI援助と開発（ランキング） Il 
ランキングを適して考えること
ODA について

ラス単位）

ジェンダーフリーの社会を目指！ジェンダーフリーの社会を目指
して iして
ーセックスは2つでない－ iーセックスは2つでない
ゲスト（松尾〉 iゲスト（松尾〉

行動の生理学

第14回 2丹6日 「平和と共生jとジェンダー
なぜジェンダーにこだわる必要

があるか。

報告審作成第15胆

第16田 20臼

（クラス単位〉

平和と共生の
り（3グループ合同）

平和と共生の
クショップ（ 3グループ

第17回 3月6日

第18回 13日 iアンケート・調査・小論文
（クラス単位）

アンケート・調査・小論文
（クラス単位〉

（出典）筆者ら作成

k
u
 

n／
U
M
 



（キャリア形成） る助けともなるO

2) 

という 1つの大きなテーマを3つの小テーマ別のグループの視点から多角的

えるとともに、グループ間の連携による知の共有を留ることにより、教科の韻域にとらわれな

ることができる0 4名の教員によるチームティーチング（TT）による多様な視点も

この助けとなる。また、小テーマ別のグループは、自分の輿味。関心のあるグループを選択できる

ため、生徒が主体的に取り組むことができる。意欲の高い生誌が集まることにより、潔く

となる。

3) 

た大き り

i立、

り

のりソースだけではなく、

げられるものと思われるO

り 四ーレ助金！／，.＇，＝；＂れー

ることでよ

よ

い。また、

っており、

中

らンターに

れる。

（外部リソース）と共に行うカリキュラム開発や教材作成、そして新し

は、生徒のみならず、附属学校教員にとっても知的刺激となり、

となる。また、他の授業では継続的に学習できない社会問題などをリアルタイムで学ぶ

ことができる。答えのない問題を生徒とともに考える活動を通して、知識を得るだけでなく、

て判援！？する力をのばすことができる。

なお、先に述べた中等教育研究センターでは研究プロジェクトとして「地球市民教育研究会J

（仮）を立ち上げる準備がなされているO この研究会には大学教官はもとより、保護者、 ！J¥.中＠

大学生＠大学院生、そしてNGO/NPOの参加が予定されており、附属学校と

との連携に加えて更に幅広い連携のネットワーク されることが期待されている。

ヰ） の透携によ

また、大学にとっても中等教育と連携して新教科群で、あっかう新しいパラダイムの教育を行うこ

とは、得るものが大きいと考えちれるO 総合学習や地球市民教育は中等教育機関においてはま

史が浅く、それゆえ今後の研究が待たれるフロンティア分野である。こうした分野において、

が実際の教育現場にコミットしながらアクション＠リサーチをすることのメリットは非常に大きし＼0

また、大学における教育の重要性への認識が高まる中、従来の一方通行型の講義ではなく新教科

群で試みられているようなチームティーチング（？のや、参加型＠問題解決型の教授法を

育の現場で実践し、これを大学の講義にフィードパックする事はファカルティ＠ディベロプメント

(FD）の観点からも重要で、あろう。

更に、教育分野を専攻する とって、こうし しいパラダイムの授業作りに大学や中
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ム

りに

と

り

と共に参加することは、 おけ

きるO またとないフィー／レドワーク

ると共に、カリキュラ

となろう。

おける新しし、パラダイムによる

は、グローパノレ北が進む今日の社会におし

しているO また、その中で、

るためのカリキニェラム、

る f生き

るものである。さらに、こうした新し

ものとするためには、ひとり中等教育機関のりソースだけではなく、

とは

よ

iまじめとす

る外部リソースと られる。

において辻、そ

かっ包括的な評価については今後の要なる研究が必要で、あるO

「共生と平和の科学Jが

機関で行われつつある「生きる力J

スとなるような教育実践および研究を行っていくことが今後の更なる

ひとつのモデソレケー

ろう。

〔注〕

1) もとより、 る立場には立たない。だが、日

育の現状をかんがみた場合、 おける総合的学習のなかに、

づけを示すことは重要であると考えるO

2）筆者らは、こうした新しい教育実践が一般に学校教背において f教科Jとしてカリキュラム化

されるまえには、し、くつかの発展設階を経るものと考えているo第liこ、既存の教科の中で各教

おいて導入する段階、第2に、学校として「特別授業Jないし「講演会jのような形

で、イベント的実践的に単発または数回で取り組む段階、第3＇こ、学期を通じてではあるが、既

有の教科とは別枠の科目、 {7Jjえばホームルームの時間のようなものとして扱われる段階、そして

4に、学校の正規のカリキュラムの一環として、他の教科と同等の新しい教科として組み込ま

れる段階である。

2001 ff市民の時代Jの教育を求めて』

オスラ一、オードリー編 2002 f世界の開発教育』

開発教育推進セミナー編 1999 『新しい開発教育のすすめJ

f日
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